


な
が
と
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
2006

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

ク
ル
ー
ザ
ー
レ
ー
ス

■
日
時

７
／
16
（日）

■
ス
タ
ー
ト

・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
ク
ラ
ス
　
10：

00

・
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ス
　
　
10：

30

■
コ
ー
ス

青
海
島
一
周
（
深
川
湾
〜
青
海
島

シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア
沖
）

レ
ー
ス
観
戦
ク
ル
ー
ズ

■
日
時

７
／
16
（日）

９：

40
発
（
２
時
間
程
度
）

■
定
員

60
人
（
先
着
順
）

■
集
合
場
所

青
海
島
シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア

（
観
光
船
乗
り
場
）

■
参
加
料

無
料

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
（
電
話
、

Ｆ
A
Ｘ
で
も
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

キ
ッ
ズ
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

■
日
時

７
／
16
（日）

■
場
所

仙
崎
さ
わ
や
か
海
岸

■
開
会
式

９：

15
〜

■
競
技
ス
タ
ー
ト

・
小
学
生
１
・
２
・
３
年
の
部

10：

00

・
小
学
生
４
・
５
・
６
年
の
部10：

40

■
表
彰
式

11：

30
〜

■
参
加
料

500
円

■
対
象

規
定
の
距
離
を
完
走
す
る
自
信
の

あ
る
小
学
生

■
応
募
期
限

６
／
23
（金）

■
応
募
方
法

商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
大
会

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
の
上
、
事
務
局
ま
で
送
付

海
上
保
安
庁
巡
視
船

「
は
か
た
」
体
験
航
海

■
日
時

７
／
16
（日）

10：

00
発

■
定
員
　
400
人

■
集
合
場
所

青
海
島
シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア

（
野
外
ス
テ
ー
ジ
裏
）

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

（
電
話
、
Ｆ
A
Ｘ
で
も
可
）

■
応
募
期
限

６
／
23
（金）

ヨ
ッ
ト
体
験
ス
ク
ー
ル

■
日
時

７
／
１
（土）
・
２
（日）

９：

30
〜
15：

30

■
場
所

三
隅
小
島
マ
リ
ー
ナ

■
募
集
人
員

20
人

■
対
象

小
学
生
以
上
で
、
泳
ぐ
こ

と
が
で
き
る
人

■
参
加
費

500
円

■
応
募
方
法

商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入

■
注
意
事
項

・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

・
ヨ
ッ
ト
で
は
運
動
靴
か
ス
ニ
ー
カ

ー
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
（
サ
ン

ダ
ル
な
ど
は
不
可
）

・
各
自
お
弁
当
を
持
参

地
引
網
体
験
ス
ク
ー
ル

■
日
時

６
／
25
（日）10：

00
〜
15：

20

■
場
所

深
川
川
河
口
の
浜
辺

■
募
集
人
員

100
人

■
参
加
費

500
円

■
応
募
方
法

商
工
観
光
課
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入

■
応
募
期
限

６
／
20
（火）

■
注
意
事
項

・
地
引
き
網
に
は
足
下
が
ぬ
れ
て
も

よ
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い

・
各
自
お
弁
当
を
持
参

・
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

な
が
と
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
６

応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
商
工
観
光
課
内

な
が
と
ヨ
ッ
ト
フ
ェ
ス
タ
2006

事
務
局

TEL
23
‐
１
１
３
７

FAX
22
‐
６
４
８
７

む
し
歯
予
防
教
室

参
加
者
募
集

■
対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

■
日
時
・
場
所
　
別
表
の
と
お
り

■
持
参
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
歯
ブ

ラ
シ
、
タ
オ
ル
、
コ
ッ
プ
、
手
鏡

■
問
い
合
わ
せ
　
　

母
子
保
健
係

私
た
ち
の
住
む
長
門
市
は
日
本
海
に
面
し
て
東
西
に

広
が
り
、
古
く
か
ら
数
え
切
れ
な
い
恩
恵
を
海
か
ら
受

け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
風
光
明
媚
な
海
岸
線
は
北
長

門
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
海
上
ア
ル
プ
ス
「
青

海
島
」
を
は
じ
め
「
龍
宮
の
潮
吹
」、「
川
尻
岬
」
な
ど

数
多
く
の
海
洋
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、「
静
ヶ
浦
」
や
「
只
の
浜
」、「
松
島
海
岸
」、「
二
位

ノ
浜
」、「
大
浜
」
な
ど
の
海
水
浴
場
に
は
、
毎
年
多
く

の
海
水
浴
客
が
訪
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
美
し
い
海
は
私
た
ち
市
民
の
誇
り
で
あ

り
、
大
切
な
財
産
で
す
。
そ
し
て
、
人
々
に
や
す
ら
ぎ

と
潤
い
を
与
え
る
自
然
環
境
を
次
世
代
に
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
で
は
心
無
い
不
法
投
棄
や
漂

着
ゴ
ミ
な
ど
に
よ
り
、
美
し
い
は
ず
の
海
岸
線
が
ゴ
ミ

の
渚
と
化
し
て
い
ま
す
。

長
門
市
で
は
平
成
18
年
度
を
「
海
岸
環
境
美
化
元
年
」

と
位
置
付
け
、
今
年
は
７
月
９
日
（日）
を
「
長
門
市
海
岸

清
掃
の
日
」
と
し
て
、
市
内
各
地
で
海
岸
の
清
掃
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
次
の
と
お
り
市
内
８
ヵ
所
で
海
岸
清
掃
を

行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
積
極

的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
　
時

７
月
９
日
（日）
（
実
施
時
間
等
は
下
表
の
と
お
り
）

●
清
掃
場
所
／
集
合
場
所
　
　
下
表
の
と
お
り

●
そ
の
他

・
作
業
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

・
軍
手
、
ゴ
ミ
袋
、
飲
物
は
主
催
者
で
用
意
し
ま
す

・
波
が
高
い
な
ど
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

市
役
所
商
工
観
光
課
観
光
振
興
係
　
TEL
23
‐
１
１
３
７

長
門
市
で
は
、「
長
門
市
海
岸
清
掃
の
日
」
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
関
係
機
関
や
団
体
等
で
組
織
す
る
「
長
門
市

海
岸
清
掃
の
日
」
実
行
委
員
会
を
６
月
７
日
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
来

年
度
以
降
、「
長
門
市
海
岸
清
掃
の
日
」
の
実
施
日
お
よ
び
実
施
箇
所
、

実
施
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会
で
協
議
を
行
い
決
定
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
長
門
市
海
岸
清
掃
の
日
」
実
施
に
よ
り
、
今
年
度
の
「
さ

わ
や
か
海
岸
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
は
行
い
ま
せ
ん
。



国
民
健
康
保
険
料
率
の

改
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
病
気
や

ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
者
が
日
頃
か
ら

収
入
に
応
じ
て
保
険
料
を
出
し
合

い
、
そ
こ
か
ら
医
療
費
を
支
払
う
相

互
扶
助
の
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
健
全
に
運
営
す
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は

医
療
費
等
の
歳
出
か
ら
国
や
県
の
交

付
金
等
や
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
一

般
会
計
繰
出
金
等
を
差
し
引
い
た
部

分
を
被
保
険
者
世
帯
主
に
保
険
料
と

し
て
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
保
険
給
付
費
等
の
支
出

の
増
大
か
ら
、
平
成
17
年
度
の
保
険

料
の
算
定
時
に
「
所
得
に
対
し
賦
課

さ
れ
る
割
合
」「
資
産
に
対
し
賦
課

さ
れ
る
割
合
」「
世
帯
の
被
保
険
者

数
に
応
じ
賦
課
さ
れ
る
金
額
」「
世

帯
単
位
に
賦
課
さ
れ
る
金
額
」
に
つ

い
て
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
平
成
17
年
度
中
も
制
度

改
正
に
よ
る
高
齢
者
医
療
の
対
象
者

増
加
に
よ
る
影
響
等
で
、
保
険
給
付

費
等
の
支
出
の
増
加
は
止
ま
ら
ず
、

国
民
健
康
保
険
基
金
の
５
千
５
百
万

円
の
取
り
崩
し
を
行
う
な
ど
、
事
業

運
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り
、
平
成

国
民
健
康
保
険
料
の

減
免
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
料
は
、
条
例
で
減

免
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
適
用
基
準
に
つ
い
て
要
綱

を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
要
綱
に
よ
る
減
免
の
対
象
は

次
の
と
お
り
で
す
。
該
当
さ
れ
る
場

合
は
、
本
庁
市
民
課
国
民
健
康
保
険

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

18
年
度
で
は
保
険
給
付
費
等
に
つ
い

て
大
幅
な
増
が
見
込
ま
れ
る
中
、
保

険
料
に
つ
い
て
引
き
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
と
な
り
、
保
険
料
率
を
次

表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
係

■
減
免
対
象

●

火
災
・
風
水
害
・
震
災
等
に
あ
わ

れ
た
世
帯

①
災
害
等
に
よ
り
障
害
の
認
定
を

受
け
ら
れ
た
場
合

②
災
害
等
に
よ
り
財
産
等
を
３
割

以
上
失
わ
れ
た
場
合

③
冷
害
・
干
害
等
で
農
作
物
被
害

額
が
平
年
の
３
割
以
上
に
お
よ

ん
だ
場
合

※
②
お
よ
び
③
の
場
合
、
前
年
の
所

得
金
額
に
よ
り
該
当
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

●

失
業
・
休
廃
業
・
疾
病
等
に
よ
り

前
年
の
所
得
金
額
に
対
し
、
３
割

以
上
が
減
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、

か
つ
、
そ
の
見
積
額
が
生
活
保
護

法
に
よ
る
生
活
扶
助
基
準
額
等
の

1.1
倍
を
超
え
な
い
世
帯

※
前
年
の
合
計
所
得
金
額
に
よ
り
該

当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

●
法
に
よ
り
収
監
・
拘
禁
を
受
け
る
人

■
問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
係

介
護
保
険
料
を
か
た
る

詐
欺
事
件
に
ご
用
心

最
近
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
介
護
保

険
料
徴
収
を
か
た
る
詐
欺
事
件
が
近

隣
市
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
職
員
が
保
険
料
等
を
徴

収
す
る
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
を
守

っ
て
い
ま
す
の
で
不
審
に
思
わ
れ
る

場
合
は
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
納
期
限
を
過
ぎ
た
未
納
保
険
料
が

あ
る
場
合
に
訪
問
し
ま
す

・
徴
収
吏
員
証
（
身
分
証
明
書
）
を

携
帯
し
て
い
ま
す

・
顔
写
真
入
り
の
名
札
を
身
に
つ
け

て
い
ま
す

・
保
険
料
を
徴
収
し
た
場
合
に
は
領

収
書
を
渡
し
ま
す

・
２
人
以
上
の
担
当
者
で
保
険
料
の

徴
収
を
行
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　

管
理
係

重
度
心
身
障
害
者
用

福
祉
医
療
費
受
給
者
証

受
給
者
証
の
交
付
・
更
新
申
請

市
で
は
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医

療
費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

す
で
に
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人

は
、更
新
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
所
持
者

・
障
害
基
礎
年
金
１
級
受
給
者

・
療
育
手
帳
Ａ
所
持
者

・
精
神
障
害
者
手
帳
１
級
所
持
者

■
申
請
期
間
　
６
／
21
（水）
ま
で

９：

00
〜
17：

00

■
申
請
場
所

地
域
福
祉
課
、
三
隅
保
健
セ
ン
タ

ー
、
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー
、
油
谷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所

■
そ
の
他

・
本
人
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

・
申
請
に
は
、
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、

障
害
者
手
帳
、
年
金
証
書
等
が
必

要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　

地
域
福
祉
係

不
審
な
督
促
状
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

「
国
民
健
康
保
険
庁
」
を
か
た
っ
た

不
審
な
督
促
状
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
が
複
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ル
状
に
な
っ
た
ハ
ガ
キ
の
内

側
に
は
「
督
促
状
」「
国
民
健
康
保

険
負
担
割
合
変
更
の
お
知
ら
せ
」
な

ど
が
記
載
さ
れ
「
連
絡
し
な
い
場
合

は
保
険
証
が
使
用
停
止
に
な
る
」
と

い
っ
た
標
記
が
あ
り
、
指
定
の
電
話

番
号
へ
の
問
い
合
わ
せ
を
促
す
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
庁
」
と
い
う
名
称

の
行
政
機
関
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
こ

の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
を
受
け
取
っ
て

も
、
指
定
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
た

り
、
指
定
口
座
へ
の
振
り
込
み
等
は

行
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

も
し
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

不
審
な
文
書
等
で
、
正
当
な
も
の
か

を
確
認
す
る
場
合
に
は
、
国
民
健
康

保
険
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
係



クールビズとは
地球温暖化の原因である温室効果ガス削減のために、夏のエアコンの

温度設定を28℃に。そんなオフィスで快適に過ごすため、昨夏スター
トしたのが「クール ビズ（COOL BIZ）」です。

長門市では
長門市でも地球にやさしい市役所（オフィス）を目指して「長門市役

所エコ実践プラン」に基づき、環境への負荷の少ない取り組みを推進し
ているところですが、今後も積極的に省エネ運動を展開していきます。
このため、市役所内（事務室）の適温化（28℃程度）を推進すると

ともに、夏季期間中（６月～９月）の職員の服装につきましても、暑さ
をしのぎやすい軽装（ノーネクタイ・ノー上着）での勤務を奨励してい
ます。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

●問い合わせ　企画総務部 総務課 人事係　TEL ２３‐１１１４

松
林
市
長
の
資
産
公
開

「
政
治
倫
理
確
立
の
た
め
の
長
門

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条

例
」
に
基
づ
き
、
６
月
30
日
（金）
か
ら

市
長
の
資
産
等
補
充
報
告
書
を
市
役

所
本
庁
総
務
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

行
政
係

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

■
日
時９

／
７
（木）

９：
00
〜
12：

00

■
場
所

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

■
対
象

平
成
７
年
、
平
成
10
年
、

平
成
13
年
に
資
格
を
取
得
し
た
責

任
技
術
者

■
申
込
期
間

７
／
３
（月）
〜
18
（火）

■
問
い
合
わ
せ
　
　

業
務
係

こ
ど
も
写
真
教
室
参
加
者

合
唱
団
員
募
集

国
民
文
化
祭
長
門
市
実
行
委
員
会

油
谷
事
務
局
で
は
「
棚
田
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
に
と
も
な
う
「
こ
ど
も
写

真
教
室
」
の
参
加
者
と
「
棚
田
Ｈ
ａ

ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
（
ハ
ー
モ
ニ
ー
）
ま
つ

り
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
合
唱
団
」
の

団
員
を
募
集
し
ま
す
。
み
ん
な
で
国

民
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も
写
真
教
室

■
開
催
日

・
１
回
目
　
８
／
３
（木）

10：

00
〜
14：

00

・
２
回
目
　
８
／
24
（木）

10：

00
〜
12：

00

■
場
所

油
谷
中
央
公
民
館

■
参
加
資
格

市
内
の
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

で
、
両
日
参
加
で
き
る
人

■
定
員

先
着
40
名

■
受
講
料

無
料

■
そ
の
他

・
カ
メ
ラ
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ

さ
い
（
デ
ジ
カ
メ
可
・
携
帯
電
話

の
カ
メ
ラ
は
不
可
）

・
１
回
目
は
撮
影
バ
ス
ツ
ア
ー
（
油

谷
地
区
）を
予
定
し
て
ま
す
の
で
、

弁
当
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
油
谷
中
央
公
民
館
ま
で
は
送
迎
バ

ス
を
用
意
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
三
隅
総
合
支
所
・
市
役

所
本
庁
・
日
置
総
合
支
所
経
由
）

棚
田
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ
ｙ
ま
つ
り

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
合
唱
団
員

■
開
催
日

11
／
11
（土）

■
場
所

油
谷
後
畑
「
棚
田
Ｈ
ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｎ

ｙ
ま
つ
り
」
会
場

■
練
習
日

夏
休
み
は
週
１
回
程
度
、
本
番
前

に
数
回
行
い
ま
す

■
練
習
会
場

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

■
参
加
資
格

市
内
の
小
学
４
年
生
〜
中
学
生

で
、
練
習
会
場
ま
で
自
分
で
通
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と

■
定
員

先
着
30
名

共
通
事
項

■
申
込
期
間
　
７
／
３
（月）
〜
21
（金）

■
申
込
方
法

本
庁
企
画
振
興
課
ま
た
は
各
総
合

支
所
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や
に
備
え
付

け
の
申
込
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
申
し
込
む

■
そ
の
他

・
詳
細
に
つ
い
て
は
、
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4503
長
門
市
油
谷
新
別
名
964

長
門
市
役
所
油
谷
総
合
支
所

総
務
課
地
域
振
興
係
内
　

第
21
回
国
民
文
化
祭

長
門
市
実
行
委
員
会
油
谷
事
務
局

TEL
32
‐
１
１
１
３

FAX
32
‐
２
７
７
８

県
・
市
町
離
職
者

緊
急
対
策
資
金

倒
産
や
事
業
不
振
な
ど
に
よ
り
、

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
の
生
活

資
金
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
（
す
べ
て
該
当
す
る
人
）

・
県
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
人

・
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上
勤

続
し
て
い
た
人

・
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労
者

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
〈
離
職

理
由
コ
ー
ド
11
、
12
、
31
、
32
に

限
る
〉
ま
た
は
当
該
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
で
あ
っ
た
人
を
い
う
）

で
離
職
後
１
年
以
内
の
人

・
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
、
公

共
職
業
安
定
所
で
求
職
活
動
を
行

っ
て
い
る
人

※
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
等
の
証
明
書
が
必
要

■
資
金
使
途

大
学
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
償
還

金
、
冠
婚
葬
祭
・
療
養
資
金
、
災

害
資
金
、
一
般
生
活
資
金

■
貸
付
限
度
額

70
〜
150
万
円

■
償
還
期
間

３
〜
６
年
以
内

■
貸
付
利
率

年
1.0
％
（
保
証
料
別
途
）

■
申
込
先

中
国
労
働
金
庫
各
支
店

■
保
証
人
等

連
帯
保
証
人
１
人
（
申
込
人
と
別

会
計
の
人
）
と
日
本
労
働
者
信
用

６
月
は
住
環
境
衛
生

推
進
月
間
で
す

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は

犯
罪
で
す

長
門
市
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
が

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
こ

と
に
山
林
・
農
地
・
遊
休
地
・
道

路
・
水
路
な
ど
市
内
各
地
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
、
長
門
市
の
美
し
い
景
観
も
台

無
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

不
法
投
棄
の
現
場
を
見
つ
け
た

ら
、
す
ぐ
に
「
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を
く
い
止

め
、
美
し
い
長
門
市
を
私
た
ち
の
手

で
大
切
に
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

TEL
０
１
２
０
‐
５
３
８
‐
７
１
０

■
問
い
合
わ
せ
　
　

環
境
衛
生
係

６
月
は「
住
環
境
衛
生
推
進
月
間
」

で
す
。
快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境

を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

十
分
な
換
気
を

気
温
が
高
い
時
期
、
特
に
新
築
、

改
築
、
改
装
後
の
建
物
は
換
気
を
励

行
し
ま
し
ょ
う
。

室
内
空
気
を
汚
染
す
る
化
学
物
質

は
、
一
般
的
に
温
度
が
高
い
ほ
ど
放

散
量
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
期
に
建
物
を
長
く
閉
め
切
っ
た

と
き
な
ど
は
、
十
分
換
気
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

窓
に
よ
る
換
気
は
、
場
所
が
な
る

べ
く
離
れ
た
２
ヵ
所
の
窓
を
開
け
る

と
効
果
的
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
　

環
境
衛
生
係

耐
震
改
修
に
対
す
る

固
定
資
産
税
減
額
制
度

住
宅
用
家
屋
の
耐
震
改
修
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の

減
免
制
度
が
で
き
ま
し
た

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
改
修

工
事
を
し
た
場
合
、
条
件
を
満
た
し

て
い
れ
ば
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り

固
定
資
産
税
が
一
定
の
期
間
減
額
さ

れ
ま
す
。

■
減
額
の
条
件

①
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築

さ
れ
た
住
宅

②
平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27

年
12
月
31
日
ま
で
に
改
修
を
完
了

し
て
い
る
こ
と

③
改
修
工
事
費
が
１
戸
あ
た
り
30
万

円
以
上
で
あ
る
こ
と

■
減
額
の
対
象
床
面
積

１
戸
あ
た
り
120
㎡
相
当
分
ま
で

■
減
額
の
割
合

改
修
家
屋
全
体
に
係
る
固
定
資
産

税
額
の
１
／
２
を
減
額

■
減
額
期
間

・
平
成
18
年
〜
21
年
ま
で
の
改
修

３
年
間

・
平
成
22
年
〜
24
年
ま
で
の
改
修

２
年
間

・
平
成
25
年
〜
27
年
ま
で
の
改
修

１
年
間

※
早
く
改
修
す
る
ほ
ど
減
額
措
置
を

長
く
受
け
ら
れ
ま
す

■
減
額
を
受
け
る
に
は

減
額
を
受
け
る
に
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３

ヵ
月
以
内
に
耐
震
基
準
に
適
合
し

た
工
事
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
を

添
え
て
、
本
庁
税
務
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
総
務
課
税
務
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

固
定
資
産
税
係

街
頭
献
血
（
実
施
日
変
更
）

広
報
６
月
１
日
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
６
月
30
日
の
街
頭
献
血
は
、

次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
日
時
／
場
所

７
／
３
（月）

・
９：

30
〜
12：

00
日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
14：

00
〜
16：

00
油
谷
総
合
支
所

■
そ
の
他

・
200
ml
、
400
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
安
全
で
責
任
あ
る
献
血
を
お
願
い

す
る
た
め
に
本
人
確
認
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

教
科
書
展
示
・
検
定
の

お
知
ら
せ

平
成
18
年
度
教
科
書
展
示
会

■
期
間
　
６
／
16
（金）
〜
７
／
31
（月）

８：

30
〜
17：

00

※
土
、
日
、
祝
日
は
除
く

■
会
場
　
長
門
市
教
育
委
員
会

■
展
示
教
科
書

平
成
18
年
度
使
用
中
学
校
教
科

書
、
平
成
19
年
度
使
用
高
等
学
校

低
学
年
用
教
科
書
等

平
成
18
年
度
教
科
書
検
定
の
公
開

■
期
間
　
６
／
23
（金）
〜
７
／
４
（火）

９：

00
〜
16：

30

※
最
終
日
は
15：

00
ま
で

■
会
場
　
山
口
県
児
童
セ
ン
タ
ー

■
公
開
対
象

平
成
17
年
度
検
定
実
施
の
高
等
学

校
用
教
科
書
等
（
申
請
図
書
・
見

本
・
検
定
意
見
書
・
修
正
表
等
）

■
そ
の
他

公
開
開
始
後
３
日
間
は
文
部
科
学

省
担
当
者
が
会
場
に
常
駐
し
、
直

接
説
明
が
あ
り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　

指
導
係

基
金
協
会
の
債
務
保
証
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　

商
工
係

県
労
働
政
策
課
労
働
福
祉
班

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
３
２
１
０



き
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

新
刊
書
の
傾
向
と
分
析
な
ど
読

書
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

学
校
図
書
館
・
子
ど
も
読
書
団

体
関
係
者
な
ど
児
童
書
に
興
味
の

あ
る
方
は
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
日
時
　
７
／
13
（木）13：

00
〜
15：

00

■
場
所
　
市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

■
定
員
　
先
着
50
人

■
申
し
込
み
先

市
立
図
書
館
　
TEL
26
‐
５
１
２
３

県
立
図
書
館

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
２
１
１
１

FAX
０
８
３
‐
９
３
２
‐
２
８
１
７

☆
た
だ
今
、
申
し
込
み
受
付
中
☆

絵
本
を
楽
し
む
会
（
展
示
室
）

日
時
　
７
／
20
（木）

10：

00
〜

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト
（
展
示
室
）

日
時
　
７
／
８
（土）

15：

00
〜

紙
芝
居
の
会
（
展
示
室
）

日
時
　
７
／
１
（土）

15：

00
〜

７
／
15
（土）

15：

00
〜

開
館
時
間
を
延
長
し
ま
す
！

７
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の

期
間
に
限
り
、
本
館
の
開
館
時
間
を

平
日
の
み
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま

す
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
通
常

ど
お
り
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

７
／
17
（月）
・
18
（火）
は
休
館
で
す

７
月
17
日
（月）
は
海
の
日
で
祝
日
と

な
る
た
め
本
館
・
分
館
と
も
休
館
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
翌
日
の
18
日
（火）

も
振
替
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度

「
第
１
回
新
刊
児
童
書
出
前
研
究
会
」

参
加
者
募
集
！

昨
年
度
、
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
県
立
図
書
館
主
催
の
当
研
究
会
！

今
年
も
北
浦
地
区
担
当
館
と
し
て

長
門
市
立
図
書
館
が
会
場
と
な
り
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

県
立
図
書
館
が
購
入
し
た
新
刊
児

童
書
約
800
冊
を
手
に
と
る
こ
と
の
で

長門市立図書館 …
３日（月） ５日（水）10日（月）

17日（月）18日（火）24日（月）31日（月）
ゆや分館 … ３日（月）10日（月）
17日（月）18日（火）24日（月）31日（月）

●７／１（土）
13：30～

「ふでこぞうと
あいうえお」
（29分）

●７／22（土）
13：30～

「よばれてとびでて!
アクビちゃん」

（30分）お
は
な
し
の
会
（
展
示
室
）

日
時
　
７
／
22
（土）

15：

00
〜

と
し
ょ
か
ん
た
ま
ご
の
会
（
展
示
室
）

日
時
　
７
／
28
（金）

10：

30
〜

よ
み
っ
こ
く
ら
ぶ
（
ゆ
や
分
館
）

日
時
　
７
／
８
（土）

15：

00
〜

７
／
22
（土）

15：

00
〜

新
着
図
書
（
一
部
）

「
ゆ
り
か
ご

で
眠
れ
」
垣
根
涼
介
、「
暁
の
密
使
」

北
森
鴻
、「
下
関
仙
崎
・
愛
と
殺
意

の
港
」
大
谷
羊
太
郎
、「
て
の
ひ
ら

の
迷
路
」
石
田
衣
良
、「
象
の
背
中
」

秋
元
康
、「
み
ず
う
み
」
よ
し
も
と

ば
な
な
、「
も
っ
ち
り
、
し
っ
と
り

米
粉
パ
ン
」
藤
田
千
秋
、「
危
機
の

宰
相
」
沢
木
耕
太
郎

ほ
か

移
動
図
書
館
車

ぐ
る
ブ
ッ
ク
号
運
行
中

・
Ａ
コ
ー
ス

７
／
６
（木）
・
20
（木）

・
Ｂ
コ
ー
ス

７
／
12
（水）
・
26
（水）

・
Ｃ
コ
ー
ス

７
／
14
（金）
・
28
（金）

手
話
講
習
会
受
講
生
募
集

長
門
手
話
の
会
で
は
、
初
心
者
を

対
象
に
し
た
手
話
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
多
く
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時

７
／
４
か
ら
８
／
29
ま
で
の
毎
週

火
曜
日
　
18：

30
〜
20：

00

（
た
だ
し
８
／
15
は
休
み
）

■
場
所

長
門
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象

手
話
に
興
味
が
あ
る
人
で
、年
齢
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
以
前
に
手

話
を
習
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
で
も

構
い
ま
せ
ん

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
に
よ
る
送

迎
を
お
願
い
し
ま
す

■
内
容

初
心
者
を
対
象
と
し
た
も
の

■
受
講
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
22
‐
８
２
９
４

FAX
22
‐
４
３
４
０

海
外
派
遣農業

研
修
生
募
集

県
で
は
、
平
成
18
年
度
海
外
派
遣

農
業
研
修
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
将
来
県
内
で
就
農
す
る
意
志

が
あ
る
農
業
青
年
等
に
対
し
、
分
担

金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

18
〜
30
歳
ま
で
の
農
業
青
年
、
あ

る
い
は
将
来
就
農
、
農
業
関
係
機

関
に
就
職
、
海
外
協
力
等
の
目
的

を
持
っ
て
い
る
青
年
男
女（
年
齢
、

資
格
条
件
等
は
派
遣
先
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

■
派
遣
先

ア
メ
リ
カ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ

ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ

■
派
遣
期
間

約
１
年
間

※
ア
メ
リ
カ
の
一
部
は
約
１
年
半
の

派
遣
も
あ
り
ま
す

■
県
選
考
会
（
面
接
試
験
）

８
月
上
中
旬

■
申
込
期
限

７
／
21
（金）

■
申
込
方
法

・
長
門
農
林
事
務
所
農
業
部
を
経
由

し
県
農
林
水
産
部
農
業
経
営
課
へ

申
し
込
む

・
農
業
大
学
校
の
学
生
は
、
大
学
校

を
経
由
し
て
県
農
林
水
産
部
農
業

経
営
課
へ
申
し
込
む

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
農
林
事
務
所
農
業
部

TEL
37
‐
２
１
５
５

特
別
支
援
教
育
の
推
進

北
浦
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
で
は
、
特
別
支
援
教
育
を
推
進

す
る
た
め
の
「
北
浦
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

障
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
特
別

な
場
で
行
う
「
特
殊
教
育
」
は
、
Ｌ

Ｄ
・
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
・
高
機
能
自
閉
症
等

を
含
め
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の

自
立
や
社
会
参
加
に
向
け
て
、
一
人

ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

適
切
な
教
育
的
支
援
を
行
う
「
特
別

支
援
教
育
」
に
転
換
さ
れ
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
は
、
学

校
の
教
員
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

７
／
11
（火）

10：

00
〜
12：

00

■
場
所
　
萩
市
民
体
育
館
研
修
室

■
内
容

・
講
演「
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
」

講
師
　
県
教
育
庁
特
別
支
援
教
育

推
進
室

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
特
別
支
援
教
育
を

推
進
す
る
た
め
に
」

パ
ネ
ラ
ー
　
保
護
者
、
臨
床
心
理

士
、
学
校
心
理
士
、
特
殊
学
級
担

当
教
員
、
地
域
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

■
定
員
　
100
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
氏
名
、

連
絡
先
を
明
記
し
申
し
込
む

■
申
込
期
限
　
６
／
30
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
758
‐
8645

萩
市
椿
東
中
ノ
迫
5816
‐
１

山
口
県
立
萩
養
護
学
校

「
北
浦
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

TEL
０
８
３
８
‐
２
５
‐
７
２
８
０

FAX
０
８
３
８
‐
２
５
‐
７
２
３
９

長
門
ふ
れ
あ
い

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

長
門
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
実

行
委
員
会
で
は
、
福
祉
施
設
支
援
の

た
め
の
芸
能
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

６
／
25
（日）

13：

30
〜
16：

30

■
場
所

長
門
市
中
央
公
民
館

■
内
容

大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
、
尺
八
、
ダ

ン
ス
、
銭
太
鼓
、
三
味
線
、
民
謡
、

詩
吟
ほ
か

■
入
場
料

無
料
（
募
金
箱
設
置
）

■
問
い
合
わ
せ

長
門
ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

実
行
委
員
会
（
小
林
）

TEL
22
‐
１
９
２
５

火
薬
類
製
造
・
取
扱

保
安
責
任
者
試
験

■
日
時

８
／
27
（日）

甲
種
・
乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責

任
者
試
験
　
　
13：

00
〜
15：

00

内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
を
贈
呈
し
ま
す

請
求
期
限
は

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
で
す

先
の
大
戦
で
、
外
地
等
（
事
変
地

の
区
域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事
さ

れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

お
よ
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
人

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）
に

対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る
た

め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
請
求
用
紙

請
求
用
紙
は
、
市
役
所
地
域
福
祉

課
地
域
福
祉
係
（
TEL
23
‐
１
２
４

５
）
に
用
意
し
て
い
ま
す

■
問
い
合
わ
せ

〒
100
‐
8926

東
京
都
千
代
田
区

霞
が
関
２
‐
１
‐
２

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

TEL
０
３
‐
５
２
５
３
‐
５
１
８
２

丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
試

験
　
　
　
　
　
13：

00
〜
15：

30

■
場
所
　
山
口
県
労
働
者
福
祉
文
化

中
央
会
館
（
山
口
市
緑
町
）

■
願
書
受
付
期
間

６
／
27
（火）
〜
７
／
６
（木）

９：

30
〜
16：

30

（
土
・
日
は
除
く
）

■
願
書
請
求
・
受
付
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
火
薬
保
安
協
会
内

全
国
火
薬
類
保
安
協
会

山
口
県
事
務
所

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
２
６
４
９

創
業
塾
受
講
生
募
集

山
口
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
創

業
・
開
業
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
識

を
習
得
す
る
た
め
の
短
期
集
中
講
座

「
創
業
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。
独
立

開
業
し
て
み
た
い
、
ア
イ
デ
ア
や
趣

味
を
活
か
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
て

み
た
い
人
な
ど
創
業
・
開
業
を
予

定
、
ま
た
興
味
の
あ
る
人
は
２
つ
の

コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

創
業
塾
（
一
般
）

■
日
時

７
／
15
（土）
・
16
（日）
・
22
（土）

23
（日）
・
29
（土）

９：

00
〜
16：

00

■
場
所

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

（
山
口
市
湯
田
温
泉
）

■
対
象

創
業
予
定
者
、
創
業
を
考
え
て
い

る
人

■
内
容

経
営
に
係
る
基
礎
知
識
、
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
の
作
成
、
個
別
相
談
会

な
ど

■
定
員

40
人

■
受
講
料

５
、０
０
０
円（
５
日
間
）

女
性
創
業
塾

■
日
時

８
／
19
（土）
・
20
（日）
・
26
（土）
・
27
（日）

９
／
３
（日）

９：

00
〜
16：

00

■
場
所

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
タ
ナ
カ

（
山
口
市
湯
田
温
泉
）

■
対
象

創
業
を
予
定
ま
た
は
創
業
を
考
え

て
い
る
主
婦
、
Ｏ
Ｌ
、
女
子
学
生

等
（
女
性
対
象
）

■
内
容

創
業
に
係
る
心
構
え
、
経
営
に
係

る
基
礎
知
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
作
成
な
ど

■
定
員

40
人

■
受
講
料

５
、０
０
０
円（
５
日
間
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
商
工
会
連
合
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
５
‐
８
８
８
８

Ｅ
メ
ー
ル
　ys@

ya
m
a
g
u
c
h
i-

sh
o
ko
ka
i.o
r.jp

※
お
近
く
の
商
工
会
で
も
可



６
月
３
日
、
長
門
市
に
初
夏
到
来
を

告
げ
る
「
ホ
タ
ル
祭
り
」
が
俵
山
地
区

と
三
隅
上
地
区
で
行
わ
れ
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
た
三
隅
上
地

区
ホ
タ
ル
祭
り
で
は
、
地
域
の
人
た
ち

に
よ
る
バ
ザ
ー
の
ほ
か
、
昔
懐
か
し
い

蛍
か
ご
作
り
大
会
（
左
写
真
）
や
ホ
タ

ル
サ
ー
ク
ル
「
シ
グ
ナ
ル
」
に
よ
る
発
表
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
主
会
場
の
宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
ホ
タ
ル
観
察
会
場
の

樅も
み

の
木
橋
ま
で
の
道
沿
い
に
は
約
70
本
の
竹
灯
籠
が
並
べ
ら
れ
、
幻

想
的
な
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
が
ホ
タ
ル
の
舞
う
三
隅
川
へ
誘
い
ざ
な

い
ま
し
た
。

市
の
生
物
「
ホ
タ
ル
」が
舞
う

俵
山
と
宗
頭
で
ホ
タ
ル
祭


	01.pdf
	02.pdf
	03.pdf



